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海鯨類科学調査(NEWREP-A)において南極海で捕獲された 122 個体の妊娠雌から採集した体長 2.1 cm

















までは増加し、以降は減少する一方、尾鰭最大幅の比率は体長約 50 cm までは尾鰭全体幅と同様に増
加するものの、以降は一定であることが明らかになった。また、頭骨形態の頭骨長に対する吻部（吻
長、吻基部における吻の幅など）の比率は頭骨長約 20 cm から変化するものの、頭骨幅（上顎骨外縁















スクジラは発生に伴いその比率が増加するものの、シロナガスクジラは体長約 5 m までは増加するが、
以降には減少していた。また、マッコウクジラは発生に伴う比率の変化がないことから同じ部位につ
いて鯨種により発生に伴うプロポーションの変化が異なることが明らかになった。 
本研究は初めてヒゲクジラ亜目における胎児の形態的発生段階を網羅的に区分し、また、外部形態
および頭骨形態の相対成長を定量的に明らかにした。今後、本研究を基礎とし、発生遺伝学的研究や
化石種の形態比較などの古生物学的研究と組み合わせることにより、鯨類の進化に伴う形態的変化の
解明への貢献が期待できる。 
